
広報によど川 10月号 《6》 

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
方
税

が
六
千
三
百
万
円
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
特
別
交
付
税
の
合
併

措
置
分
の
減
や
バ
イ
オ
マ
ス
実

験
事
業
の
初
期
投
資
終
了
に
よ

る
諸
収
入
の
大
幅
な
減
が
あ
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
新
規
事
業
の
道
整
備

交
付
金
事
業
や
防
災
行
政
無
線

施
設
整
備
事
業
に
よ
る
国
県
支

出
金
、
地
方
債
の
増
に
よ
り
、

歳
入
総
額
で
は
、
前
年
比
が
僅

か
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

分担金・負担金 
40,845千円 1%

使用料・手数料 
88,349千円 1%

繰入金 
344,619千円 

4%

諸収入・ 
その他 

250,632千円 
3%

議会費 
54,363千円 
1%

総務費 
1,949,944千円 

25%

民生費 
1,125,399千円 

15%

衛生費 
340,521千円 

5%

農林水産業費 
850,209千円 
11%商工費 

43,964千円 
1%

土木費 
515,488千円 

7%

教育費 
405,203千円 

5%

災害復旧費 
369,368千円 

5%

消防費 
566,807千円 

7%

公債費 
1,337,282千円 

18%

地方税地方税 
621,723621,723千円千円 

8%8%

地方税 
621,723千円 

8%

歳　入 

歳　出 

地方債 
775,898千円 
10%

譲与税・交付金 
227,006千円 3％ 

国県支出金 
1,504,958千円 

19％ 

地方交付税 
3,597,473千円 47%

依存 
財源 

自主 
財源 

繰越金 
348,094千円 4%

災害に強い町づくりを推進！ 

歳　入 
７８億円 

前年対比０.２％の減　自主財源は２１％ 

　
普
通
建
設
事
業
費
が
四
億
六
千
万

円
の
大
幅
な
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
に
よ

り
、
町
内
全
域
で
災
害
時
の
緊
急
放

送
な
ど
が
伝
達
で
き
、
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
生
活
基
盤
が
強
化
さ

れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
後
社
会
経
済
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
大
変
厳
し
い
と
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
更
な
る
行
政
改
革
を

推
進
し
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
可
能
な
財
政
構
造
の
構
築
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳　出 
７５億６千万円 
前年対比０.８％の増　公債費は４％の減 

～平成１９年度一般会計決算～ 
厳しい財政状況の中、行財政改革を推進し、住民が安心して暮らせる環境を整備しました 

平成19年度決算 



《7》 広報によど川 10月号 

　万が一の非常災害に備えて、いち早く

正確な情報を伝えることで、住民が安心

して生活できるようになりました。 
 

事業費3億4,111万5千円 

　○国 1億6,578万円　○起 1億7,360万円 

　○一 173万5千円 

防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業 

地方税 
621,723千円 

8%

平成１９年度に行われた 
主な事業をご紹介します。 

事業費の内訳 
○国 は国庫補助金　○県 は県補助金 

○起 は起債　○一 は一般財源　 

○基 は地域振興基金 

　地域の幹線道路である町道の改良、舗

装等を行い、交通の利便性と安全性が確

保されました。 
 

事業費3億3,710万円 

　○国 1億4809万9千円　○起 1億8,310万円 

　○一 590万1千円 

町
道
整
備
事
業 

　借地料を支払っていた土地を購入し、

老朽化が懸念されるふたば保育所の建設

予定地となっています。 
 

事業費9,690万8千円 

　○基 9,690万8千円 

大
渡
ダ
ム
独
身
寮
跡
地
購
入
事
業 

　平成２３年のアナログ放送終了に伴い、

視聴環境を整備するため、テレビ共聴受

信施設の改修工事に対して、平成１９年度

は１カ所の助成をしました。 
 

事業費260万7千円 

　○県 34万1千円　○基 226万6千円 

テ
レ
ビ
デ
ジ
タ
ル
化
施
設
整
備
事
業 

　子どもたちが安心して学校生活が送れ

るように、長者小校舎の補強工事と大崎

小校舎の耐震診断を行いました。 
 

事業費4,377万5千円 

　○国 2,654万5千円　○県 722万9千円 

　○起 300万円　○一 700万1千円 

学
校
耐
震
補
強
事
業 

　森林資源を有効に活用した林業による

地域振興のために、間伐や作業道の整備

に対して助成を行いました。 
 

事業費2,698万4千円 

　○県 1,798万9千円　○一 899万5千円 

 

資
源
循
環
林
等
整
備
事
業 

平成19年度決算 



　バイオマスエネルギー源となる林地

残材は仁淀川森林組合佐川破砕場で

受け入れを行っています。受け入れ価

格は１　あたり3,000円ですが、森林環

境整備への報償として地域流通商品

券が別に１　あたり3,000円（業者等は

1,000円）分支払われます。 

　なお、林地残材は仁淀川流域の山林

で発生したものに限ります。 

　出荷される方は必ず事前に仁淀川

森林組合佐川事務所まで連絡をしてい

ただきますようお願いします。 

（電話0889-22-7316） 

広報によど川 10月号 《8》 

　
仁
淀
川
町
が
取
り
組

む
『
仁
淀
川
流
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
シ
ス
テ
ム

の
構
築
』
（
通
称
バ
イ

オ
マ
ス
実
験
事
業
）

は
、
森
林
に
放
置
さ
れ

て
い
る
林
地
残
材
、
間

伐
未
利
用
材
な
ど
を
収

集
し
、
細
か
く
砕
い
た

後
、
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
木
質

ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
し
、
流
域
の

施
設
で
利
用
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
仕
組
み
の
中
の

「
収
集
運
搬
」
の
部
分
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。 

　
今
ま
で
の
林
業
で
は
、
森
林

の
伐
採
や
間
伐
で
用
材
と
し
て

必
要
な
部
分
だ
け
を
切
り
分
け

て
出
荷
し
、
残
っ
た
部
分
は
そ

の
ま
ま
山
へ
棄
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
森
林
の
環

境
は
低
下
し
「
森
林
の
も
つ
多

面
的
機
能
」
が
十
分
発
揮
で
き

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
仁
淀
川
町
で
は
こ
の
林
地
残

材
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
転
換
さ
せ
る
た
め
の

ガ
ス
化
発
電
施
設
と
、
石
油
に

代
え
て
の
燃
料
と
な
る
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
製
造
工
場
を
佐
川
町

に
あ
る
㈱
ソ
ニ
ア
敷
地
内
に
設

立
し
、
平
成
十
八
年
五
月
か
ら

稼
働
さ
せ
て
い
ま
す
。 

　
仁
淀
川
流
域
で
発
生
し
た
林

地
残
材
は
、
仁
淀
川
森
林
組
合

佐
川
破
砕
場
で
一
　
あ
た
り
三

千
円
で
受
け
入
れ
、
専
用
の
機

械
で
お
が
屑
状
に
粉
砕
し
、
チ

ッ
プ
に
し
て
か
ら
隣
接
す
る
発

電
施
設
と
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
場

に
搬
入
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
と

変
換
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
う
し
て
林
地
残
材
を
利
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
生
成
だ
け
で
な
く
、
森

林
の
整
備
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
本
来
の
「
森
林
の
も
つ
多

面
的
機
能
」
を
取
り
戻
す
こ
と

に
も
繋
が
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
取
り
組
み

を
、
林
業
収
入
の
ひ
と
つ
と
し

て
確
立
す
る
に
は
、
山
で
発
生

し
た
林
地
残
材
を
佐
川
町
の
破

砕
場
ま
で
運
ぶ
た
め
の
流
通
の

方
法
や
、
そ
れ
に
か
か
る
コ
ス

ト
の
低
減
化
な
ど
多
く
の
課
題

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
次
回
は
、
こ
の
林
地
残
材
に

よ
る
発
電
や
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト

の
製
造
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作

る
工
程
を
詳
し
く
紹
介
し
ま

す
。 

新
し
い
林
業
を
掘
り
お
こ
せ
！ 

バ
イ
オ
マ
ス
実
験
事
業 

林地残材の受け入れについて 

仁淀川森林組合佐川破砕場に集められた林地残材は 
専用の機械で破砕され、バイオマス原料となる 

バ
イ
オ
マ
ス
豆
知
識 

『
森
林
の
も
つ
多
面

的
機
能
』
と
は
？ 

  

「
森
林
の
も
つ
多
面
的

機
能
」
と
は
、
林
業
な
ど

の
経
済
的
な
機
能
の
ほ

か
、
生
態
系
の
保
全
、
地

球
環
境
保
全
、
土
砂
災
害

防
止
、
水
資
源
の
貯
留
、

更
に
森
林
浴
な
ど
の
保
健

機
能
や
学
習
教
育
的
機
能

な
ど
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
人
間
の
み
な
ら
ず
地
球

上
の
生
物
全
体
の
存
続
に

係
る
基
幹
的
な
機
能
を
持

っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

森林・河川整備の必要性学ぶ 

森が生み出す新エネルギー② 



《9》 広報によど川 10月号 

エ
コ
ツ
リ
ー
で
商
店
街
を
元
気
に 

　
　
商
工
会
が
地
域
流
通
商
品
券
発
行 

森
と
川
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
220
人 

バイオマス実験事業で利用開始 

500円と1000円の地域流通商品券（左）と 
加盟店ステッカー（右） 

220人が熱心に耳を傾けたシンポジウム 

　
仁
淀
川
町
商
工
会
で

は
、
八
月
一
日
よ
り
地

域

流

通

商

品

券

「e
c
o
tre
e

（
エ
コ
ツ

リ
ー
）
」
の
運
用
を
始

め
ま
し
た
。 

　
地
域
流
通
商
品
券
を

利
用
す
る
こ
と
で
町
内

消
費
を
拡
大
し
、
地
元

商
店
街
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
考
案
さ
れ
た
も

の
で
、
町
内
約
七
十
の

加
盟
店
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
有
効
期
限
は
六
カ

月
で
す
。 

　
現
在
、
仁
淀
川
町
で
は
こ
の

商
品
券
を
「
仁
淀
川
町
流
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
（
通
称
バ
イ
オ
マ
ス
実
験

事
業
）
の
普
及
活
動
の
一
環
と

し
て
利
用
を
開
始
。
（
８
項
に

関
連
記
事
）
森
林
の
整
備
が
進

み
、
発
生
し
た
林
地
残
材
を
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減

に
努
め
、
更
に
は
商
店
街
の
活

性
化
に
繋
が
る
と
い
う
一
石
二

鳥
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。 

　
今
後
は
様
々
な
場
面
で
広
く

エ
コ
ツ
リ
ー
が
利
用
さ
れ
、
商

店
街
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
流
通
商
品
券
の
名
称

は
町
内
の
中
学
生
か
ら
募
集

し
、
そ
の
中
か
ら
池
川
中
学

校
三
年
生
の
片
岡
佑
人
君
の

「e
c
o
tre
e

（
エ
コ
ツ
リ
ー
）
」
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

森林森林・河川整備河川整備の必要性学必要性学ぶ 森林・河川整備の必要性学ぶ 
　
八
月
三
十
一
日
、
中
央
公
民
館
で
「
仁
淀

川
の
緑
と
清
流
を
再
生
す
る
会
」
の
七
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
森
と
川
の
里
・
仁
淀

川
町
に
生
き
る
た
め
に
」
が
開
催
さ
れ
、
会

場
は
県
内
外
か
ら
の
参
加
者
二
百
二
十
人
で

超
満
員
と
な
り
ま
し
た
。 

　
開
会
行
事
で
は
、「
再
生
す
る
会
」
の
奥
田

英
雄
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
「
四
国
の
水
・

森
に
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
寄
付
を
い
た

だ
い
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
地
区
本
部
の
古

田
土
俊
男
本
部
長
や
藤
f
富
士
登
町
長
が
来

賓
あ
い
さ
つ
。 

　
基
調
講
演
で
は
、
長
野
県
黒
姫
で
森
林

保
全
に
取
り
組
む
作
家
、Ｃ
・
Ｗ
・
ニ
コ
ル
さ
ん

が
「
ふ
る
さ
と
は
緑
な
り
き
」
と
題
し
て
講
演
。

自
ら
が
手
を
入
れ
な
が
ら
育
て
た
緑
豊
か
な

森
や
、
自
然
に
親
し
む
子
ど
も
た
ち
の
映
像
、

森
で
聞
こ
え
る
鳥
の
鳴
き
声
や
川
の
せ
せ
ら

ぎ
の
音
を
流
し「
森
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
自

然
の
ま
ま
に
放
置
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
の

手
を
加
え
て
森
に
光
や
水
が
流
れ
る
場
所
を

作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

　
続
い
て
登
壇
し
た
京
都
大
学
の
竹
内
典
之

名
誉
教
授
は
、
池
川
地
区
で
実
験
し
よ
う
と

し
て
い
る
間
伐
に
よ
る
明
る
い
森
づ
く
り
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
尾
f

正
直
知
事
や
西
日
本
科
学
技
術
研
究
所
の
福

留
脩
文
所
長
、
銘
建
工
業
の
中
島
浩
一
郎
代

表
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
タ
ー

の
天
野
礼
子
さ
ん
が
参
加
。

狩
山
川
や
安
田
川
で
の
近
自

然
工
法
に
よ
る
魚
道
や
河
川
整
備
が
紹
介
さ

れ
、
川
の
再
生
や
森
林
の
作
業
道
整
備
や
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
然
は
心
を
和
ま
す
。

保
護
と
は
放
置
で
は
な
い
。
私
も
農
業
を
営

ん
で
い
る
が
、
田
畑
が
作
っ
て
い
る
も
の
は
、

作
物
だ
け
で
は
な
い
、
心
も
作
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
堂
々
と
言
え
る
の
は
、

本
質
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
再
度
、
自
然
と
い
う
も
の
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
」「
森
は
再
生
で
き
る
こ
と
を

実
感
し
た
。
人
間
が
手
を
入
れ
る
こ
と
が
大

切
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 




